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られた試料は巾約 4mm,厚さ約 100〟m,長さ約 1･5mの リボン状であった｡ 交流帯磁率は
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の組成依存性を得た｡図(b),(C),(d)のA･Us,α-Fe, Upara, OpはそれぞれCu-Fe合金 1g
当りのα-Feの飽和磁化 (T-oK)とその割合の積, 1g当りの常磁性の磁化 (H- 14k
o｡,r-oK)および常磁性 curie温度である｡ これらはこの合金系が常磁性を示す Fe原
子と,強磁性を示す α-Feクラスターが混在した状態であるという仮定のもとに磁化の温度
変化を解析して得られた量であるo まず α-Feクラスターの磁化A･Us,α-FeはX-5付近か
ら急峻に増大する｡ また常磁性を示す Feの磁化 oparaはX-2付近迄Xに比例して増大し,
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は,E ≦ 14kOeの磁化曲線より帯磁率 x.






































お茶の水大 ･理 伊 藤 厚 子
スピングラスと呼ばれる状態は合金や稀釈絶縁体化合物で広 く見出されてお り,理論 ･実験
の両面から活発な研究が行われている｡その結果,スピングラスは変換相互作用がRKKYで
あるか,超交換相互作用であるかによらず共通な性質を示すことなど,現象的には多くのこと
がわかって来ている｡しかし,スピングラス-の転移は真の相転移なのか,スピングラス転移
温度はどのように定義したらよいのかといった基本的な点に関して共通の理解が得られていな
いのが現状である｡ これらの点に関して研究を進めるためには,交換相互作用の性質がよくわ
かっている濃厚絶縁体スピングラスがもっとも望ましい系であると考えられる｡そのような系
として,これまでにRb2(Mn,Cr)Cl4,FeTiO3-Fe203などの系が研究されているが,
それらには交換相互作用以外の競合も共存 している｡我々が新しく見出したスピングラス(Fe,
Mn)Ti03は,反強磁性体同志の混晶であるが,両者の磁気構造を考えると,本質的には強
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